


























上町台地マイルド HOPE ゾーン協議会 調査研究助成対象 

 

「近世四天王寺における寺院社会構造の研究」 

 

大阪市立大学大学院文学研究科都市文化研究センター 

山崎 竜洋 

 

要旨 
 

近年、近世都市史研究の発展は著しく、江戸や京都、大坂といった巨大城下町の研究が

進められている。これらの巨大城下町を分析するに際して、巨大都市内の部分社会を編

成・統合し、構造化する磁極の一つとして藩邸社会や寺院社会などの分節構造の解明が進

んでいる。 

 近世大坂において、このような社会構造を措定すると四天王寺を磁極とする寺院社会を

想定されるが、このような視点からの研究はほとんど見られない。そこで、本稿では四天

王寺を磁極とする寺院社会構造を明らかにするための足がかりとして、次の点について分

析を進めることとしたい。まず１点目は四天王寺、天王寺村之の空間構造を概観すること

である。２点目として、一山の中心となる衆徒を中心に四天王寺の寺院構造を把握する。

３点目として四天王寺に出入する諸役人を通じて四天王寺と周辺地域との関係を把握す

る。以上の３点について把握することを本報告の目的としている。 

 はじめに四天王寺の空間構造について検討した。四天王寺が所在した天王寺村は村高７

２０９石の大村であり、その内１１７７石が朱印地として四天王寺に下されていた。天王

寺村内部には町が展開しており、天王寺村は行政的には村であるが内部に町を包摂する「町

村」であった。 

天王寺村全体の構造として、天王寺村の集落は四天王寺近辺に集中しており、それ以

外には南西部の天下茶屋のみであったこと、天王寺村の耕地の大半が畑地で構成されてお

り、田地が少なかったこと、天王寺村南部に溜池が多く展開していたことを指摘した。幕

領、寺領の展開状況について、四天王寺西側の地域では幕領と寺領が混在して展開してい

る状況をみた。 

 四天王寺領は天王寺村内の朱印地・修理料の１４９０石と今宮村内の鎮守今宮戎社領１

８石余・同除地１石余という二つのまとまりで構成されており、四天王寺を中核とする寺

院社会の空間構造は「寺中・境内」を中心とし、その周囲を伽藍を取り巻く形で展開する

「門前」、その外部に展開する「寺領」という同心円構造にあったことを指摘した。 

 続いて、四天王寺の寺院組織の中核である衆徒について検討した。四天王寺の寺院組織

の中枢として「衆徒」１２院・「秋野坊」が存在し、前者が主として法要を取り仕切るこ

とを職分とし、後者が年貢収納・勘定などを職分としており、彼らが四天王寺一山の運営



の中心的存在であった。近世初頭の衆徒組織は「バラバラ」な状態であったが、慶安５年

の条目によって一律２０石の配当を受けるようになり、フラットな形で編成されることと

なり、近世を通じて一貫して続く衆徒１２坊と秋野坊という寺僧組織が確立した。１８～

１９世紀の衆徒は慶安５年の御条目で決められたように１２坊で固定されていることが確

認できる。しかし、比較的連続して相続される衆徒が存在する一方で、一時期断絶した状

況にあった衆徒が存在していたように、その相続のされ方には差が存在しており一律では

なかった。衆徒集団内部は臈次の秩序に基づき集団が構成されているが、法要参勤に際し

て割り与えられる配当は全くの同額であることから子院間は比較的フラットな関係にあっ

たということができる。また、子院住職と「弟子」などの関係が固定的ではないことから、

各子院単位ではなく、衆徒１２坊として寺僧集団を存立させていくあり方をとっていたこ

とが指摘できる。 

 最後に四天王寺の下役人である公人に注目し四天王寺と周辺地域との関係について検討

した。四天王寺には衆徒や秋野以外に聖・堂司・楽人などの多数の役人が存在しており、

彼らは四天王寺における法要で役儀を勤めたり、四天王寺の伽藍内に存在する堂社や今宮

戎社や庚申堂といった伽藍外に所在した堂社での役儀を勤めていた。 

 その中に含まれる公人は３２人で構成され、聖霊会などの会式時の「皇太子仏舎利御輿 
御幸之節」に出役し、御輿をかくことや、舞楽開催時に楽人へ催促や雨天時には傘をかけ 
るといった単純な作業を主な役儀とし、四天王寺から役料を配当されており、四天王寺か 
らは「重キ寺役人ニ而者無御座候」と認識される存在であった。四天王寺の公人集団は A 
玉造姓・於勢姓が大部分を占める集団のあり方と、B 各々別の「苗字」を名乗る集団のあり 
方という二つの枠組みで構成されており、近世中期には 12,3 軒の「家」で構成され、１つ 
の「家」から複数人が公人として出仕するという状況にあった。公人の身分としては寺領 
百姓であり、公人という寺役人を兼帯している者として四天王寺が把握していた。そして、

公人をはじめとする四天王寺の寺役人の内に周辺町の年寄層が包摂されており、彼らは四

天王寺から役料の配当をうけていたことから四天王寺と密接な関係にあったと考えられる

ことを指摘した。 
 



上町台地マイルド HOPE ゾーン協議会 調査研究助成対象 

 

都市環境におけるセミ相―上町台地における調査― 
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要旨 

 

人類による大規模な環境の改変は、さまざまな生物種の個体数や生息域に多大な影響を

及ぼし、生物多様性に深刻な被害を与えている。人間の引き起こした環境の改変のうち、

生物多様性の損失を引き起こすもっとも顕著なものが都市化である。人間が造りだした都

市の環境は、さまざまな要素において自然の環境と異なっており、それまで生息していた

多くの種の生存を脅かす。このような生態系の破壊によって、われわれ人間が正常に機能

している生態系から得ている種々の恩恵（生態系サービス）が損なわれつつある。そのた

め、あらゆる学術的領域から、人間活動による環境の改変が生物多様性や生態系機能、さ

らには生態系サービスに影響する過程を理解することに注目が高まっている。 

本研究で注目するセミは日本人にとってなじみ深く、われわれの生活や文化との関わり

あいが深い昆虫である。大阪ではかつて、アブラゼミ Graptopsaltria nigrofuscata がもっとも

多く生息しており、ニイニイゼミ Platypleura kaempferi やツクツクボウシ Meimuna opalifera、

そしてクマゼミ Cryptotympana facialis が共存していた。しかし、戦後の高度経済成長にとも

なって、西日本の都市部を中心にクマゼミの生息数が増加し、その他のセミの生息数が減

少した。都市化によって気温をはじめさまざまな環境要因が変化したが、本研究では土壌

の硬化に着目して、セミの多様性の減少との関連を調べた。セミの幼虫は孵化後すぐに地

面にもぐるが、土壌硬度は幼虫が安全に地中にもぐるための最大の障害であり、セミの生

息を左右する要因であると考えられる。都市化による土壌の降下は、多くのセミにとって

より生息が困難な環境をつくりだし、セミの多様性の低下をもたらした可能性が考えられ

る。 

2008 年 9 月に上町台地マイルド HOPE ゾーン区域内の７か所の公園、全 9 調査区画にお

いて、抜け殻調査および、土壌硬度の測定をおこなった。全調査区で合計 1339 個体のセミ

の抜け殻を採集し、そのうち 82.6％はクマゼミの抜け殻で、残り 17.4％はアブラゼミのも

のであった。ニイニイゼミ、ツクツクボウシ、ミンミンゼミ、ヒグラシの抜け殻はすべて

の調査区をとおして、まったく見つからなかった。 

今回調査をおこなった公園の中でもっとも大きな大阪城公園では、3 か所の区画を設けて、



調査をおこなった。ここではクマゼミがもっとも多かったが、アブラゼミも 3～15％程度の

割合で見られた。土壌硬度は 20.0～22.0 mm と、今回の調査区の中では中間的な硬度を示し

た。大阪城公園の 3 区画の中でもっとも土壌硬度が高かった区画では、クマゼミの占める

割合がもっとも高くなっていた。 

城南公園、真田山公園、空清町公園では、アブラゼミはほとんど見られず、98％以上の

抜け殻がクマゼミのものであった。これらの公園は、明るく開けており、落ち葉の蓄積は

ほとんど見られず、土壌硬度値も 22 mm 以上と高い値を示した。 

高津公園では今回調べた調査地の中で唯一、アブラゼミの割合がクマゼミを上回ってい

た。この公園の植樹部分には、下草も比較的多く、踏み固められた形跡が少なかった。土

壌硬度も 18.8 mm と比較的低い値を示した。また、生玉公園では 1 割強の割合でアブラゼ

ミが生息し、土壌硬度は 18.4 mm であった。 

これらの全 9 調査区のセミの種組成と土壌硬度の関連性について統計解析したところ、

土壌硬度が高くなるほど、クマゼミの割合が上昇するという正の相関があることが示され

た。室内の実験より、クマゼミの 1 齢幼虫がアブラゼミやニイニイゼミ、ツクツクボウシ

の幼虫よりも硬い土にもぐることができることが示されている。以上のことから、土壌硬

度はセミの種組成を決める一因であり、幼虫のもぐる能力が他の種より高いクマゼミは土

壌の硬い土地に優先的に生息していることが示された。 

上町台地の調査結果と、大阪府の山間部の自然環境でおこなわれた調査結果を比較する

と、セミの多様性、土壌硬度ともに顕著な違いが見られた。自然環境が広がる大阪府の山

間部では、アブラゼミやニイニイゼミ、ツクツクボウシ、ミンミンゼミ、ヒグラシの抜け

殻が同じ調査区から発見され、多様なセミ相が見られたことに比べ、現在の上町台地のセ

ミの種多様性は非常に乏しい。山間部の調査地では、土壌硬度が 14 mm 以下の柔らかい土

壌をもつ地点が多く、多種のセミが定着できる環境が整っている。しかし、上町台地の土

壌硬度は 18 mm 以上と高く多くのセミには不適な環境であり、これが上町台地のセミ種多

様性を制限する要因であると考えられる。 

セミの存在がわれわれの生活に与える影響は大きく、とりわけ、夏の風物詩となってい

るセミの鳴き声は、街の景観を構成する要素であると言えるのでないだろうか。セミの多

様性が低下することは、生態学的な観点からだけでなく、文化的な側面からも損失である

と言える。公園の植樹部分のありかたについて見直し、柔らかい土壌を維持できる管理方

法を検討すれば、多様なセミが生息できる環境基盤をつくりだせることが本研究から示唆

された。しかし、土壌の硬化以外の原因が複合的に上町台地のセミの多様性の減少に関わ

っている可能性も考えられ、人間とセミが上町台地をはじめとする都市部において共生す

る方法を探るためには、さらなる調査研究が進められることを期待する。 



1. 研究背景・問題意識             

 近年、地域の特性を活かした景観づくりが地域の

活性化の一手法として有効となっている。大阪市に

おいても 2006 年に「大阪市景観計画」を策定し、各

地域の特性を活かした景観づくりが求められている。 
 本研究で対象とする上町台地・夕陽丘は平地の多

い大阪市において唯一、起伏を有する地区となって

おり、天王寺七坂などの多くの坂道が存在する。そ

の中には図絵（注 1）に描かれている坂道もあり、古く

から名所として知られている。この坂道を活かすこ

とが、この地区の特性を活かした景観づくりに繋が

ると考えられる。そのためには、各坂道の勾配等の

地形的特性、また壁面形状等の空間的特性によって

生じる景観の違いや特徴を把握する必要がある。 
2. 研究の目的                 

 本研究では、上町台地・夕陽丘の坂道の上り、下

りのシーン景観、シークエンス景観（注 2）に着目し、

各坂道景観の特徴、またその特徴がどの空間構成（注

3）に起因するかを明らかにすることが目的である。 
3. 研究の方法                 

 夕陽丘の坂道を名所として描いている図絵を参考

に、上町台地・夕陽丘の中でもこの地区の特徴とな

る坂道を選定する。また、坂道特有の景観を把握す

るため、既往の景観評価指標を参考に、本研究で使

用する坂道の景観評価指標を設定し、各坂道のシー

ン景観を把握する。また、設定した指標の中から仰

観、俯瞰、また囲まれ感という指標を用いて、各坂

道のシークエンス景観を把握する。その後、各坂道

景観を比較することにより、各坂道景観の特徴、ま

たそれに起因する坂道の空間構成を明らかにする。 
4. 研究対象の坂道の選定            

 図絵に描かれている坂道、

また街路の中心からの坂道景

観を望むことができる坂道が

この地区を特徴づける坂道景

観であると考え、真言坂、源

聖寺坂、口縄坂、愛染坂、清

水坂を本研究対象の坂道とし

て選定する（図 1）。 

5. 坂道景観の評価指標             

 坂道の勾配により生じる景観の変化を坂道景観の

特徴とし、その特徴を把握するために、勾配なしの

場合を比較対象とし、その違いを確認した。(図 2）。 

 図 2 の見え方の変化は坂道景観の特徴であると考

え、この特徴を把握するために 7 つの指標(表 1)を設

定し、各坂道の景観を把握する。また表 2 に指標と

坂道の空間構成との関係を示す。 
表 1 坂道景観の評価指標の概要 
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図 2 勾配なし、下り坂での路面・壁面・眺望対象の見え方の変化

図 4 俯瞰 

図 5 非路面占有度・非壁面占有 図 6 路面見込角・壁面見込角 

図 1（左図） 研究対象の坂道

図 3 仰観 

表 2 坂道の空間構成の変化による指標の変化(独自の指標のみ記述) 



6. 各坂道のシーン景観             

6.1 分析方法 
 各坂道の上り、下りのシーン景観を上りは仰観、

下りは俯瞰、また上り、下り共に表 3 で示した残り

の 5 つの指標を用いて分析する。また、各坂道の勾

配、路面幅員、壁面高さの測量を行い、平面、断面・

壁面図を作成する(図 7)。 
 
 
 
 
 

図 7 清水坂 平面、断面・壁面図 

6.2 各坂道のシーン景観の特徴 
 各坂道の分析結果を比較し、明らかになった各坂

道のシーン景観の特徴を表 3 に示す。 
表 3 各坂道のシーン景観の特徴 

清水坂  

・ 上りと下りで路面、壁面が視界の中で占める割合に
比較的大きな変化があり、上りではそれらに圧倒さ
れるのに対し、下りでは眺望に優れると考えられる。

・ 下りのシーン景観で、俯瞰における中心領域に建物
が入り込む。  

愛染坂  ・ 下りのシーン景観で、眺望に優れていると考えられ
るが、生い茂る木がそれを阻害している。  

口縄坂  
・ 下りのシーン景観で、俯瞰におけるディスプレイ領

域に不可視領域を含み、中心領域までの奥行感の喪
失を生む。  

源聖寺坂  
・ 上りのシーン景観で、仰観における仰望対象の立ち

上がりをはっきり確認でき、仰望対象としての認知
を高める。  

真言坂  
・ 上り、下り共に視界の中での壁面が占める割合が多

く、壁面に圧倒されるのと同時に、壁面への視線が
集まると考えられる。  

7. 各坂道のシークエンス景観          

7.1 分析方法 
 各地点の壁面による囲まれ感の変化を評価する

「囲まれ感」という指標を作成する。上りでは仰観

と囲まれ感、下りでは俯瞰と囲まれ感により各坂道

の上り、下りのシークエンス景観の分析を行う。 
7.2 各坂道のシークエンス景観の特徴 
 各坂道の分析結果を比較し、明らかになった各坂

道のシークエンス景観の特徴を表 4 に示す。 
表 4 各坂道のシークエンス景観の特徴 

清水坂 
・ 囲まれ感が上り、下り共に徐々に変化する。 
・ 下りにおいて、常に中心領域に建物が入り込む。 

愛染坂 
・ 仰望・眺望対象の変化がそれぞれ 2 箇所ある。 
・ 一部の区間において、囲まれ感が徐々に変化する。

口縄坂 

・ 上りにおいて、路面による奥行感の喪失により景観
が変化する 

・ 下りおいて、ディスプレイ領域に不可視領域の有無
で景観が変化する。 

源聖寺坂 ・ 仰望・眺望対象の変化がそれぞれ 3 箇所ある。 
真言坂 ・ 上り、下り共に終始、囲まれ感を感じる。 

8. 各坂道の坂道景観に起因する空間構成の把握  

 各坂道の空間構成の分類を行う。地形的特性は断

面が一定勾配、変動型の 2 種類、平面が直線、折れ

曲がりの 2 種類、空間的特性では壁面形状が一定高

さ、切り通し型、変動型の 3 種類、仰望・眺望対象

の有無、中心領域に入り込む要素により分類を行う。

(表 8)。 

表 8 各坂道の空間構成と坂道景観に起因する項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 結論・考察                   

 シーン景観、シークエンス景観に着目することに

より、上町台地・夕陽丘における各坂道景観の特徴

とそれに起因する空間構成を明らかにすることがで

きた。清水坂、口縄坂は地形的特性に起因する坂道

景観であり、勾配の変化等により特徴づけられる景

観であるため、坂道でしか体験できない景観である

といえる。愛染坂、源聖寺坂、真言坂は空間的特性

に起因する坂道景観であり、仰望・眺望対象や壁面

等の人工建築物の見え方が特徴的な坂道景観である。

また、現在と過去の坂道景観を比較すると、清水坂

では図絵からわかるように、空間構成において、地

形的特性はほとんど変化がなく、また空間的特性で

ある壁面形状も共に切り通し型の壁面であり、変化

がないことが確認できる(図 9)。そのため、囲まれ感

が徐々に変化するという現在の清水坂の坂道景観の

特徴は、過去の坂道景観

の特徴でもあったと考え

られる。 
 上町台地・夕陽丘の坂

道景観はそれぞれ特徴が

異なり、またその特徴に

起因している空間構成も

異なる。また坂道の中に

は、過去と現在の坂道景

観の特徴が一致すると考

えられる坂道も存在する。

今後は各坂道景観の特徴

を考慮した景観づくりが

必要であり、それがこの

地区の特性を活かしたま

ちづくりにつながると考

えられる。 
 
【補注】  
(注 1) 摂津名所図会、浪花百景、初代長谷川貞信『浪花百景』、滑稽浪花名所のこ

とを示す。  
(注 2) 視点が動くことによるシーンの移り変わりを断続的に体験していく景観  
(注 3) 地形的・空間的特性のことで、地形的特性は断面と平面、空間的特性は壁面

形状、眺望・仰望対象の有無、中心領域の要素のことを示す。  
(注 4) 視点から上下に 30°ずつ、頂角 60°の円錐を視界とする。  
【参考文献】  
・樋口忠彦 (1975)『景観の構造 -ランドスケープとしての日本の空間 -』  

図 9  

過去と現在の清水坂の壁面形状
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上町台地の文化遺産をとりまく景観とその変遷 

 〜関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センター所蔵「牧村史陽氏旧蔵写真」に見る史跡・名所・寺社〜 
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研究報告書要旨 

 

 上町台地は古代から近現代にいたるまで史蹟・名所・寺社が数多く存在する。こうした文化遺産は、

これまでにも大阪市・大阪府によって整備されてきたが、文化遺産をとりまく環境は時代につれて変

容しつづけている。本研究は、上町台地の史跡・名所・寺社をとりまく環境や景観も、文化遺産のひ

とつであるととらえ、その変遷を調査し、上町台地における文化資源活用の可能性を探ることを目的

としたものである。 

 

 本研究では、調査のための資料として関西大学なにわ・大阪文化遺産学研究センターが所蔵する「牧

村史陽氏旧蔵写真」を利用する。これは、昭和 53 年に大阪文化賞を受賞した郷土史家、牧村史陽氏が

撮影した写真資料である。 

「牧村史陽氏旧蔵写真」は、昭和 53 年に大阪文化賞を受賞した郷土史家、牧村史陽氏が撮影した写

真資料である。昭和 20年代から 40年代にかけて、大阪府下の史跡・名所・寺社等を撮影したもので、

その数は大阪市中央区と天王寺区に関するものだけでも 1639 枚にのぼる。「牧村史陽氏旧蔵写真」は、

平成元年（1989）に中央区が誕生する以前の撮影であるため、旧行政区の東区と南区にわけて保管され

ている。旧行政区別に数えると、その内訳は東区が625枚、南区が492枚、天王寺区が522枚になる。

中央区の全域が上町台地マイルド HOPE ゾーンの範囲に相当するわけではないが、この時期の大阪の

写真がこれほどの規模でまとまって残されている例はまれである。 

写真には、当時の街並みや、史跡が新たに整備された様子、あるいは、かつての名所が寂れつつあ

る様子などが記録され、昭和中期の上町台地の状況を知ることができる。本報告書では、そのうち特

徴が明確に確認できる 43 点の写真を取り上げ、現在の環境・景観との比較検討を行なった。 

 

 本研究からは、文化遺産をとりまく景観・環境の変化について 3 つの問題点が導き出された。 

 1 つには、現在、史跡そのものの保全や整備は大阪市・大阪府の行政によって良好に守られていると

いうことである。上町台地で史跡がある場所を訪れると、そこには必ず何らかの目印となる案内板が

置かれている。また大阪市建設局による「歴史の散歩道」整備によって、近隣の史跡をめぐるコースが

設置されている。このため市民にとって史跡を身近に感じることができ、その概要を容易に理解する

ことが可能となっている。 



 2 つめとして、「環境」という点においては名所を名所たらしめている要素が大きく失われつつあるこ

とが判明した。建築物の高層化による景観の変化や、都市開発による地下水の枯渇などがあり、文化

遺産が本来持っていた歴史的意義が薄れつつある事例が多く見られた。 

 3 つめに、従来から存在した文化遺産に対して、近年新たに価値が見いだされた事例が存在するとい

うことがあげられる。その中には八軒家の整備のように行政が主体となって進めるものがあり、また

大江神社の狛虎のように市民有志の手によって盛り立てられてきたものもある。 

 

 本研究を通じて、文化遺産の保護を環境・景観を含めた範囲にまで拡大するには、地域住民の生活の

便利さとのバランスを取る必要があると感じた。そのため、今後、文化遺産を地域活性化のための資源

として活用していくためには、文化遺産に対する地域住民のコンセンサスが求められることになるで

あろうとの予測をのべた。 
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